
東九州道の変遷

開通前後の所要時間比較

東九州道のあゆみ
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E10　東九州自動車道の整備

【未整備】

【開通後】
1時間45分

1時間35分
短縮

【未整備】

【開通後】 2時間50分 2時間35分
短縮

3時間20分 5時間25分

北九州市～大分市～宮崎市

約4時間短縮!

出典:【未整備】:昭和63年度 全国道路・街路交通情勢調査（国土交通省）を用いて算出
　　　　 【開通後】:ETC2.0プローブデータ（2024年4月～2025年3月）を用いて算出

東九州道の歴史がスタート東九州道の歴史がスタート 北九州市～宮崎市が接続北九州市～宮崎市が接続 現　在現　在

日出JCT～別府ICの開通から始まった
東九州道のあゆみ

日出JCT～別府ICの開通から始まった
東九州道のあゆみ 北九州市・大分市・宮崎市が接続北九州市・大分市・宮崎市が接続 更なる地域の発展へ更なる地域の発展へ
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2016年2016年
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1989年1989年

日出JCT日出JCT
最初の開通区間最初の開通区間

別府IC別府IC

東九州道（NEXCO管理区間） 東九州道（国土交通省管理区間） 東九州道（建設中区間） その他の高速道路

年 月 開通区間（完成IC・JCT等） あ ゆ み

東九州道の歴史がスタート日出JCT～別府IC 開通1989年7月
（平成元年）

宮崎西IC～清武JCT 開通2000年3月
（平成12年） 宮崎道と接続、開通延⾧100km突破

九州道と接続北九州JCT～苅田北九州空港IC 開通2006年2月
（平成18年）

開通延⾧200km突破曽於弥五郎IC～末吉財部IC 開通2010年3月
（平成22年）

開通延⾧300km突破苅田北九州空港IC～行橋IC 開通2014年3月
（平成26年）

宮崎市と大分市が接続佐伯IC～蒲江IC 開通2015年3月
（平成27年）

北九州市～宮崎市が接続（約320㎞）椎田南IC～豊前IC 開通

2026年4月 (令和8年) 北九州市～宮崎市接続 10周年

2016年4月
（平成28年）

更なる地域の発展へ

※速見IC～大分米良IC間33kmについては、大分道として整備され、現在は東九州道として供用中。

四車線化・鹿児島県までの延伸に向けて
工事進行中

現在

1989年7月 日出JCT～別府IC 開通 ※大分道として開通1989年7月 日出JCT～別府IC 開通 ※大分道として開通

2006年2月　北九州JCT～苅田北九州空港IC　開通2006年2月　北九州JCT～苅田北九州空港IC　開通

・東九州自動車道（東九州道）は、九州の東側において福岡県北九州市を起点とし、
　　 大分県・宮崎県を結び、鹿児島県姶良市に至る計画延⾧約469km※の高速道路です。
・1989年から順次開通し、2016年4月24日に椎田南IC～豊前ICが開通したことで北九州市から

　　 宮崎市までの高速道路（約320km）が南北に1本で繋がり、2026年4月で10周年を迎えます。



沿線交通の変化

交通量の推移（北九州JCT～清武南IC）
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交通状況の推移

・東九州道の1日当たりの走行台キロはネットワークの整備とともに着実に増加し続け、
　　累計通行台数は1.2億台に達しました。
・東九州道は国道などの一般道と地域の交通を分担しています。並行国道と対比し50％以上

　　の分担率となっている地点があり、地域交通の円滑化につながっています。

宮崎道と接続

九州道と接続

高速無料化
社会実験
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※走行台キロ　　　自動車の走行距離の総和。（各区間延⾧とその区間の交通量を乗じた値を足し合わせた総数）

※累計通行台数　NEXCO西日本区間と国土交通省区間において各年の末時点で供用されていたIC区間交通量と区間延⾧を用いて加重平均を行い、
　　　　　　　　　　 年平均日交通量を算出し、年単位で累加させて算出。
                     算出に用いたIC区間交通量は、NEXCO西日本区間は出口料金所による取扱台数、
                     国土交通省区間はトラフィックカウンターによる取扱台数。（トラフィックカウンター未設置時期の取扱台数については計上していない。）

累計通行台数は
１.2億台を突破

全車(走行台キロ)
うち大型車(走行台キロ)
累計通行台数

2016.4
北九州市～宮崎市が

東九州道で接続

2021年

出典:平成2年度、令和3年度　全国道路・街路交通情勢調査（国土交通省）をもとに作成
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東九州道整備による経済波及効果

東九州道整備による経済波及効果が高い地域の分布
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東九州道整備による経済波及効果
・東九州道の整備による経済波及効果は、10年間で約1.6兆円になります。
・福岡県、大分県、宮崎県、鹿児島県にまたがる東九州道沿線全体の広い地域に経済波及効果が

     及んでおり、地域にとって重要な役割を担っています。

対象地域全域のGRP
（付加価値額）変化

累計約1.6兆円/10年

※国土数値情報（高速道路時系列データ）（国土交通省）
（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-N06-v2_0.html）を加工して作成

GRP（付加価値額）
変化額（億円/年）

－5
5－100
100－200
200－300
300－400
400－

延岡市(248億円/年)
化学、電気・電子、観光で効果が大きい

苅田町(106億円/年)
輸送用機械で効果が大きい

大分市(1,672億円/年)
鉄鋼・非鉄で効果が大きい

佐伯市(152億円/年)
食料品、観光で効果が大きい

日向市(159億円/年)
食料品、観光で効果が大きい

東九州道沿線地域全体
に効果が発現

※SCGE（空間的応用一般均衡）モデルのうち、神戸大学大学院小池淳司教授らが構築したRAEM-Lightモデルにより、2019年の社会経済状況を基準に
　 東九州自動車道あり/なしの場合の社会経済状況を推計し、GRPの差を経済効果として計測。
※計測に必要となる所要時間はNITAS（総合交通分析システム）を基に、2020年度末時点の道路ネットワークにおける東九州自動車道あり/なしで計測を行っている。
※東九州自動車道の北九州JCT～日南東郷IC、鹿児島県の志布志IC～加治木ICまでを対象とした。

その他サービス業
30％

観光業
16％

輸送用機械
9％電気・電子

9％

建設業・その他製造
7％

化学　7％

食料品　6%

鉱業、鉄鋼・非鉄、金属
6％

農林水産業　5％

一般機械　4％
繊維・パルプ　1％

GRP
（地域内総生産）

の変化
約1,653億円/年

東九州道の整備による業種ごとの経済波及効果

※製品の製造に必要な
電気・ガス・水道など、
製品の生産増に伴い
間接的に波及している効果
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東九州道の経済波及効果額（累計）
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（年）

約1.6兆円



新たな輸送方式による運転時間の削減

東九州道沿線の自動車産業
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地域産業の活性化
～自動車製造に東九州道を利用～

・北部九州地域には完成自動車工場が集積しており、東九州道沿線を中心として、九州地方では
　　 日本の自動車生産台数の約2割が製造されています。
・福岡県内に完成自動車工場を持つ自動車メーカーでは、東九州道を通じて沿線地域の関連工場と

　　 サプライチェーンを構築しており、東九州道を利用することで1日当たり約45時間運転時間が短縮
　　 されています。

A社 B社 C社

納入先 納入先

A社

B社

C社

従来の方式 一部にミルクラン方式を導入
仕入れ先（前工程）が

部品を納入
自動車メーカー（後工程）が

部品を巡回集荷

東九州道の利用でミルクラン方式がより効率的な運用に

15
23 23 28
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92
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福岡・大分県の自動車関連部品出荷額

出典:工業統計調査、経済センサス、経済構造実態調査（経済産業省）

(年)

(百億円)

2016年4月
東九州道

北九州市～宮崎市
接続
↓

2016年4月
東九州道

北九州市～宮崎市
接続
↓

物流企業
車庫

物流企業
車庫

宮若市内
完成自動車工場

宮若市内
完成自動車工場

自動車生産における東九州道の利用（一例）

ミルクラン便のうち
10tトラック69便/日

が東九州道を利用

複数の工場を
回って集荷

複数の工場を
回って集荷

宇佐市･中津市･豊後高田市などの
関連企業で部品を製造

宇佐市･中津市･豊後高田市などの
関連企業で部品を製造

40分短縮40分短縮

関連企業①
（宇佐市内）

宮若市内
完成自動車工場

関連企業②
（豊後高田市内）

ミルクラン便の一例 ※自動車メーカーへのヒアリング結果をもとにNITASで所要時間を計算して算出。

39分短縮39分短縮

宮若市内
物流企業車庫

宮若市内
物流企業車庫

東九州道がない場合
114分

東九州道がない場合
136分

１周あたり
79分短縮
１周あたり
79分短縮

東九州道を利用
75分

東九州道を利用
75分

一般道
35分

東九州道を利用
96分

東九州道を利用
96分

一般道
6分

東九州道の利用により
1日当たりの

輸送便69便合わせて

約45時間/日※
運転時間を削減

　関連工場や、自社工場間の部品輸
送に東九州道を利用しています。
　東九州道を利用することにより、輸送
時間が短縮され、生産性の向上につ
ながっています。

　　　　　　　　　　　　自動車メーカー

自動車メーカーへのヒアリング結果をもと
にNITASで所要時間を計算して算出。
便数及び運転時間は一例であり、毎月
の生産量により変動がある。

※

九州九州
15.2%15.2%

その他地域
84.8%

全国自動車生産台数
約900万台
（2023年）

約2割のシェア

出典:九州経済の現状（九州経済産業局）

東九州道沿線は日本有数の自動車産業集積地帯となっており、九州の産業を支えています。

出典:北部九州自動車産業グリーン先進拠点推進会議パンフレット（福岡県）

⾧崎県⾧崎県
大分県

福岡県

佐賀県

⾧崎県

熊本県 宮崎県

東九州道沿線に集積

完成自動車工場

エンジン・部品工場

開発拠点施設

九州に立地する自動車メーカー工場

宮若市
43万台

7割以上が東九州道沿線の工場で生産

九州の
自動車生産能力

151万台/年

中津市
46万台

苅田町
62万台



東九州道沿線に半導体関連企業が新たに進出

新生シリコンアイランド九州
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地域産業の活性化
～九州を牽引する半導体関連企業の進出～

・九州一円で「新生シリコンアイランド九州」を目指し、産学が連携した取組を進めており、
　 　東九州道沿線市町でも工業団地の造成等が進められています。
・東九州道の整備により高速道路へのアクセスが容易となった沿線市町では、北九州～宮崎間

 　　接続後10年間で34件の半導体関連企業の新規立地が促進されました。

半導体製品出荷額シェア

出典:九州経済の現状（九州経済産業局）

九州
約1.15兆円
（約55%）

九州
約1.15兆円
（約55%）

その他全国
（約45%）
その他全国

（約45%）

■九州
■その他全国

過半数を
九州で生産

半導体製品出荷額
約2.11兆円

（2023年）

新生シリコンアイランド九州

世界最大手半導体メーカー
の熊本県への進出を契機と
して、国内の半導体関連企
業が九州における工場の新
増設を計画する等、熊本を
中心に九州各県での半導体
関連産業に対する投資が今
後更に活発化する見込み。

資料:新生シリコンアイランド九州グランドデザイン（一般社団法人九州経済連合会）

佐賀県佐賀県

福岡県福岡県

長崎県長崎県

大分県大分県

宮崎県宮崎県熊本県熊本県

工業団地を整備予定工業団地を整備予定

工業団地を整備予定工業団地を整備予定

流通団地を整備予定流通団地を整備予定

産業団地を新設予定産業団地を新設予定

新たな工業団地を
整備中

新たな工業団地を
整備中

2024年より
新工業団地の分譲開始

2024年より
新工業団地の分譲開始

九州中央自動車道九州中央自動車道

世界的大手半導体企業が進出世界的大手半導体企業が進出

出典:九州半導体関連企業サプライチェーンマップ（R3年度作成）（九州経済産業局）、各市町HP、各県HP

:県境

:東九州道沿線市町

:半導体関連企業

:東九州道沿線地域の
   新たな工業団地造成地

高規格道路（調査中）
高規格道路（事業中）

高規格道路（開通済）

直轄国道
補助国道

凡　　　例

九州における半導体関連企業の立地箇所と東九州道沿線市町における工業団地造成状況

東九州道沿線市町の
半導体関連企業新規立地件数

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

2

1 1 1
00

4 4 4

3

8

4

7

（件）

（年）

資料:東九州道沿線市町ヒアリング結果
　　　（北九州市を除く）

接続前
1.5件/年

接続後
5.0件/年

北九州～宮崎間接続後10年間の
半導体関連企業の

新規立地件数 34件

北九州～宮崎間接続後10年間の
半導体関連企業の

新規立地件数 34件

　半導体関連製品は、精密部品であり
ブレーキやカーブの影響による品質低下の
可能性があるため、東九州道等の高速
道路を利用して輸送しています。
半導体関連企業ヒアリング結果

北九州～宮崎間
接続

東九州道沿線で
新たに立地が決定

2026年稼働予定2026年稼働予定

東九州道沿線で
新たに立地が決定

2024年稼働2024年稼働



宮崎県産木材の出荷への活用

宮崎県畜産物の出荷における活用

6

地域の畜産業・林業を支える東九州道
～畜産品・木材の出荷への活用～

　・宮崎県では東九州道を利用して畜産品の出荷が行われており、2023年は畜産産出額が
過去最高の2,483億円となりました。また、東九州道の整備とともに九州外に向けての
輸送量が増加し、1980年から2023年では、輸送量が約3.4倍に増加しました。

　・東九州道が森と港をつなぐ役割を果たしており、2015年には日向市に日本最大規模の製材
工場が完成し、宮崎県産の製材品の県外への出荷量が約2.1倍に増加しています。

出典:木材統計調査（農林水産省）

1985年 1999年 2010年 2020年 2024年

1位 北海道 北海道 広島県
宮崎県
908千㎥

広島県

2位 静岡県 広島県 北海道 広島県
宮崎県
896千㎥

3位 広島県 福島県
宮崎県
701千㎥

茨城県 北海道

4位 和歌山 愛媛県 茨城県 北海道 愛媛県

5位 福島県
宮崎県
719千㎥

熊本県 愛媛県 大分県

17位
宮崎県
663千㎥

1999年から
26年間連続で

トップ5入り

熊本県熊本県

高原林産物
流通センター　
高原林産物
流通センター　

日南林産物
流通センター
日南林産物
流通センター

都城林産物
流通センター　
都城林産物
流通センター　

※重量物輸送のため行き荷は一般道を利用し
　　空荷の帰り便で東九州道を利用
※重量物輸送のため行き荷は一般道を利用し
　　空荷の帰り便で東九州道を利用

写真提供:宮崎県写真提供:宮崎県

木材生産
出荷経路

(一例)

出荷
細島港

加工
日向市

集約
林産物流通

センター

細島港（木材港）細島港（木材港）

日向市内
日本最大規模の製材工場

（2015年完成）

日向市内
日本最大規模の製材工場

（2015年完成）

生産された丸太生産された丸太
加工
 出荷

集約

集約

集約

集約

宮崎林産物
流通センター
宮崎林産物
流通センター

　細島港の港湾整備と
高速道路網の整備が
国内最大手の木材加工
会社の進出に結びつきま
した。
　　　　　　宮崎県

　東九州道を利用することで、1人
のドライバーが都城や日南から日向
まで1日2往復できます。以前は近
隣の港や工場への出荷が多かった
のですが、東九州道の整備
により広域の集荷が可能に
なり、出荷量の増加につな
がりました。
　宮崎県森林組合連合会

316
347

1985年

県内
県外

276

730

2021年

257

688

2016年

1985年→2021年で
約2.1倍

出典:宮崎県林業統計要覧(宮崎県)

宮崎県製材品出荷先別出荷量

単位:千㎥

東九州道で
北九州市～宮崎市が

接続

宮崎県の製材品の出荷量　全国ランキング

宮崎県内肉用牛飼養頭数
市町村別割合

（2024年2月1日時点）

出典:宮崎の畜産2025　（宮崎県）出典:宮崎の畜産2025（宮崎県）

出典:貨物地域流動調査（自動車・海運）
　　　　（国土交通省）

宮崎・大分から九州外への畜産品の輸送先と輸送量

輸送量が約3.4倍に増加

関東 2.2万トン

近畿 4.5万トン

中国
0.7万トン

1980年
7.4万トン

中国
2万トン中部

2.6 万トン

近畿 
7.2 万トン

関東
 13.8 万トン

2023年
25.4万トン

東九州道
を利用

東九州道
を利用

大分港大分港

都城市都城市

出荷経路の一例（ヒアリングを基に作成）

宮崎牛宮崎牛

写真提供:宮崎県観光協会写真提供:宮崎県観光協会

都城市
25％

都城市
25％

小林市
15％

小林市
15％

えびの市
10％

えびの市
10％

東九州道沿線
12市町村

34％

東九州道沿線
12市町村

34％

その他
16％
その他
16％

乳用牛 鶏 豚 肉用牛 その他

全国3位

関東・関西へ関東・関西へ

　成牛・肥育牛の出荷などに東
九州道を利用しています。東九
州道の利用により輸送時間が短
縮されることで、牛への影響を減
らすことができ、全国に高品質の
牛肉を出荷することが可能になっ
ています。

JAみやざき

九州道
を利用
九州道
を利用

1,475

2,052

1,642 1,642
1,823

1,595

2,094 2,157
2,483 億円

500

1,000

1,500

2,000

2,500

1980 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2023

宮崎県畜産産出額の推移
（億円）

（年）

過去最高

1989年7月
東九州道初の区間

開通

1989年7月
東九州道初の区間

開通
↓

2016年4月
東九州道

北九州市～宮崎市
接続

2016年4月
東九州道

北九州市～宮崎市
接続
↓



クルーズ船停泊港から出発するバスツアーの内容が充実

宮崎県内のサーフスポットへのアクセスが向上

7

地域観光への貢献
～サーフィン客の増加・クルーズ船バスツアーの充実～

　・東九州道の整備により、宮崎県では海岸線に沿って点在するサーフスポットへのアクセスが向上し、
日向市のサーフスポットを訪れる人数が増加しています。

　・クルーズ船が停泊する港から乗客用に開催されるバスツアーでは、東九州道による移動時間の
短縮により、細島港から宮崎市までの所要時間が約37分減少するなど、行先の拡大や滞在時間の
増加が可能となりました。

福岡方面から
車で

福岡方面から
車で

伊勢ヶ浜伊勢ヶ浜

伊倉浜伊倉浜

金ヶ浜金ヶ浜
お倉ケ浜お倉ケ浜

青島青島

風田浜風田浜
梅ヶ浜梅ヶ浜

恋ヶ浦恋ヶ浦

九州西部から
車で

九州西部から
車で 大阪方面から

カーフェリーで
大阪方面から
カーフェリーで

宮崎県内の主要なサーフスポット宮崎県内の主要なサーフスポット

全国から集まったサーファーが
東九州道を利用して
各地のサーフスポットへ

8 8 8

15 16 17 16
19

21 21 22 23 24

31
26 26

18

13

22

0

10

20

30

40

日向市内主なサーフスポットの利用客数

伊勢ケ浜
お倉ケ浜
金ケ浜

（万人）

コロナ禍

（年）

2016年4月
東九州道

北九州市～宮崎市
接続
↓

2016年4月
東九州道

北九州市～宮崎市
接続
↓

2017年
ISA世界ジュニアサーフィン選手権
2017年
ISA世界ジュニアサーフィン選手権

38,200人が来場

　宮崎の波に魅了され、他県から移住
しました。宮崎には近隣の地域だけで
はなく、福岡や大阪など全国から多く
のサーファーが来ており、東九州道を
利用して県内各地のサーフスポットを
巡る人も多いです。県南部のアクセス
が悪かったスポットもアクセスが向上し、
人気が出ています。

宮崎県在住　サーフィン移住経験者

全国大会

世界大会

細島港、油津港の伸びが大きい!

港湾

寄港数(回/年)

①2011
～2013

平均

②2023
～2024

平均

伸び率
(②/①)

中津湾

別府湾

佐伯港

細島港

宮崎港

油津港

0.7

17.3

0.0

3.3

0.7

4.7

1.0

26.5

0.5

8.0

1.5

13.0

1.5

1.5

-　

2.4

2.3

2.8

細島港からの90分圏域とバスツアー状況

資料:ETC2.0プローブデータ（2024.6.4～2025.7.3）資料:ETC2.0プローブデータ（2024.6.4～2025.7.3）

出典:日向市統計書（日向市）出典:日向市統計書（日向市）

27 31
47

10

51

0

10

20

30

40

50

60

2011~2013
平均

2014~2016
平均

2017~2019
平均

2020~2022
平均

2023~2024（年）
平均

東九州地域港湾のクルーズ船寄港数

増加傾向北九州市～宮崎市
接続

コロナ禍

（回/年）

出典:九州クルーズレポート（九州地方整備局）
※中津港、別府港、佐伯港、細島港、宮崎港、油津港を対象

細島港からの90分圏域
　　　東九州道未整備時
　　　東九州道整備時
　　　主な観光地

　東九州道の開通により、高千穂峡
付近の神社等の周遊箇所の増加や、
宮崎方面に無理のない行程で行くこ
とができるようになりました。
　また、近年は佐伯方面も行先に追
加でき、バスツアーの選択肢が拡大し
ています。
　　　　　　　　　　　　　　日向市

佐伯佐伯

高千穂高千穂

宮崎宮崎

行先拡大
細島港からの所要時間

約47分短縮
（未整備:105分、整備時:58分）

周遊箇所増加
細島港からの所要時間

約22分短縮
（未整備:93分、整備時:71分）

行先拡大
滞在時間増加

細島港からの所要時間
約37分短縮

（未整備:110分、整備時:73分）

中津港中津港

別府港別府港

佐伯港佐伯港

細島港細島港

宮崎港宮崎港

油津港油津港

細島港細島港

お倉ヶ浜（日向市）お倉ヶ浜（日向市）



災害時に活きたリダンダンシー（代替路線）機能

救急搬送に高速道路を利用
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地域医療への貢献・リダンダンシー機能
～命を守る高速道路・代替路線としての活躍～

　・東九州道を利用することで、大分県・宮崎県の30分以内の搬送可能人口が約9万人増加し、
   60分以内の搬送可能人口が約22万人増加しました。
　・2023年7月の豪雨による土砂災害に伴う大分道通行止め及び、2024年8月の地震による落石に
   伴う国道220号通行止めでは、代替路として役割を果たしました。

熊本県
宮崎県

鹿児島県

福岡県

大分県

三次救急医療機関

三次救急医療機関の30分圏域

三次救急医療機関の60分圏域

東九州道により新たに拡大した圏域

東九州道

その他の高速道路

カバー圏域の

 拡大!
カバー圏域の

 拡大!

■第三次救急医療機関30分・60分カバー圏域人口
■ 30分圏域（東九州道なし）■60分圏域（東九州道なし）
■ 30分圏域（東九州道あり） ■60分圏域（東九州道あり）

出典:国勢調査(2020年)（総務省）・NITASをもとに作成

大分県
総人口約112万人

宮崎県
総人口約107万人

約7万人増

54
61

84

101

54 56

92 97

30分圏域 60分圏域 30分圏域 60分圏域

約17万人増

約2万人増

約5万人増

0

20

40

60

80

100

120

(万人)

　小倉の病院に上毛町から搬送する場合な
ど、救急車が東九州道を通行します。東九州
道のおかげで命が助かった事例があります。
　　                          　　　　　　福岡県

福岡市

大分市

日平均交通量（中津IC～宇佐IC）日平均交通量（中津IC～宇佐IC）

資料:NEXCO西日本営業データ資料:NEXCO西日本営業データ

■ 2023年7月　大分道通行止め

交通量比較断面
（中津IC～宇佐IC）

交通量比較断面
（中津IC～宇佐IC）

通行止め
（朝倉IC～日田IC）

通行止め
（朝倉IC～日田IC）

福岡方面福岡方面

大分方面大分方面

通行止区間:大分道　朝倉IC～日田IC（上下線）
通行止期間:2023年7月10日（月）6:05
　　　　　　　　　　～7月15日（土）22:02（約5日16時間）

7,700

8,8008,800

0 5,000 10,000

通行止め期間中

（台/日）

前年比較
約1.1倍

（台/日）0 5,000 10,000 15,000

10,200

12,80012,800

前年比較

通行止め期間中
2023年7月11日（火）
　　　　　　～7月14日（金）

2022年7月12日（火）
　　　　　　～7月15日（金）

2024年8月9日（金）
　　　　　～8月23日（金）

2023年8月11日（金）
　　　　　～8月25日（金）

資料:国土交通省　交通量計測装置

日平均交通量（日南北郷IC～日南東郷IC）日平均交通量（日南北郷IC～日南東郷IC）

■ 2024年8月　国道220号通行止め

通行止区間:国道220号 日南市大字宮浦～日南市大字風田（延⾧ 約11.2ｋｍ）
通行止期間:2024年8月8日（木）16:40頃
　　　　　　　　　　～8月24日（土）18:00（約16日1時間）

約1.3倍

宮崎市

日南市

通行止め
（国道220号）

通行止め
（国道220号）

交通量比較断面
（日南北郷IC～日南東郷IC）

交通量比較断面
（日南北郷IC～日南東郷IC）



更なる安心安全へ!4車線化工事中!
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４車線化工事及びミッシングリンク解消に向けて
～ さらなる利便性向上のために進化する東九州道 ～

・高速道路ネットワークの更なる安全安心と快適な道路空間を目指し、東九州道の4車線化事業を
     推進しています。４車線化により、安全性向上、災害時の早期交通確保などの効果が期待され、
     東九州道の利便性が向上します。
・現在、未開通区間（ミッシングリンク）となっている日南東郷IC（宮崎県）～
志布志IC（鹿児島県）の整備が進められており、同路線の開通により交通の利便性が向上し、
沿線地域の活性化につながることが期待されます。

被災確認から通行止め解除まで約4日（3車線で運用）

・災害時の早期交通機能確保

・暫定2車線区間
  2018年7月 九州豪雨による東九州道通行止め

・4車線区間
  2024年8月台風10号による大分道通行止めの事例

福岡方面福岡方面

福岡方面福岡方面

大分方面大分方面

大分方面大分方面

大分方面大分方面

被災状況被災状況 復旧作業状況復旧作業状況

4車線化前4車線化前 4車線化後4車線化後

被災状況被災状況 復旧作業状況復旧作業状況

北九州方面北九州方面

被災確認から通行止め解除まで約1か月

　4車線区間では、上下線のいずれかが被災しても残る車線を
対面通行とすることで、早期に交通機能を確保し、復旧支援や
緊急物資運搬等に大きく貢献できます。

4車線化で期待される効果
・安全性の向上

2.717
1.929

0.000

1.000

2.000

3.000

暫定２車線区間 ４車線区間

東九州道　死傷事故率

中央分離帯が設置されたことにより、安全性が向上して円滑な通行を確保

※NEXCO西日本調べ
集計期間:2020年～2024年NEXCO西日本管理区間のみを集計

約3割減

（件/億台キロ）

北九州方面北九州方面

大分方面大分方面

北九州方面北九州方面

大分方面大分方面

北九州方面北九州方面

大分方面大分方面

未吉財部IC～国分IC（一部）
約7.1ｋｍ

未吉財部IC～国分IC（一部）
約7.1ｋｍ

高鍋IC～西都IC（一部）
約4.7ｋｍ

高鍋IC～西都IC（一部）
約4.7ｋｍ

津久見IC～
佐伯IC（一部）

約3.3ｋｍ

津久見IC～
佐伯IC（一部）

約3.3ｋｍ

みやこ豊津IC～
椎田南IC
約8.9ｋｍ

みやこ豊津IC～
椎田南IC
約8.9ｋｍ

大分宮河内IC～臼杵IC（一部）
約6.8ｋｍ

大分宮河内IC～臼杵IC（一部）
約6.8ｋｍ

大分宮河内IC～
　津久見IC（一部）

約6.0ｋｍ

大分宮河内IC～
　津久見IC（一部）

約6.0ｋｍ

2026年3月時点 東九州道　4車線化事業中区間
東九州道（NEXCO管理区間）（4車線）
東九州道（NEXCO管理区間）（暫定2車線）
東九州道（国土交通省管理区間）（暫定2車線）
その他の高速道路
東九州道　建設中区間

大分県

福岡県

熊本県

鹿児島県

宮崎県

北九州市

大分市

宮崎市

鹿児島市
日南東郷IC～志布志IC　40.7km日南東郷IC～志布志IC　40.7km

日南東郷IC～志布志IC日南東郷IC～志布志IC

大分宮河内IC～臼杵IC大分宮河内IC～臼杵IC

臼杵IC方面臼杵IC方面

大分宮河内
IC方面

大分宮河内
IC方面

日南東郷IC方面日南東郷IC方面

（仮称）油津IC方面（仮称）油津IC方面

4車線化事業区間4車線化事業区間

建設中区間建設中区間

ミッシングリンクの解消に向けて

　ミッシングリンクが解消されることで、災害に強いネットワークの構築や、医療施設へ
のアクセス向上、広域周遊観光ルート形成による観光支援などが期待されます。

日南・志布志道路
（日南区間）
延⾧3.2㎞

油津・夏井道路
（油津区間）
延⾧6.4㎞

南郷奈留道路
延⾧13.3㎞

油津・夏井道路
（串間・夏井区間）

延⾧14.1㎞

日南・志布志道路
（志布志区間）

延⾧3.7㎞

鹿児島県
宮崎県

（仮）夏井IC（仮）夏井IC

（仮）串間IC（仮）串間IC

（仮）奈留IC（仮）奈留IC

（仮）南郷IC（仮）南郷IC

（仮）油津IC（仮）油津IC

日南東郷IC日南東郷IC

志布志IC志布志IC

東九州道(国土交通省管理区間)(暫定2車線）　　　　　
東九州道　建設中区間
一般国道


